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テーマ 主体的に健康・体力づくりに励む生徒の育成 

全校生徒数 ６７４名（男子３５７名 女子３１７名） 

全クラス数 ２２ 教職員数 ５４名（保健体育科４名） 

体育推進教員名 石井 伸幸 

3 家庭との連携 
（1）家庭や生徒に向けての情報提供と啓発運動の実施 
① 定期的に体力向上等に関する内容を記載した｢体
力向上だより｣を発行し家庭への啓発に努めている。 

（2）自力通学の奨励 
① 生徒会専門部の生活委員会が自力通学の呼びか 
けを行っている 

●工夫したこと（＆苦労した点）――――― 
① 体力アップチャレンジウィ-ク｢日出中 60 運動｣で
は生徒自身が、自らの運動習慣を見直し、日常生活
における運動量の少なさに気付く良い機会となっ
た。また、簡単な運動を紹介する新聞を発行し、日々
の生活の空き時間を活用して運動する習慣付けを呼
び掛けた。 

② 「体育の日」においては、「外遊び」の内容を生徒
自身が考え提案していた。遊びが固定化することを
防ぐため、準備やルールが簡単な昔遊びを奨励した。 

③ 体育の授業に興味・関心を持ち、生徒が意欲的に
活動できるよう、ICT機器を用いたり、専門性の高い
外部指導者を招いたりして授業を工夫した。 

④ 自らの体力状況や健康、成長期の体のことへの関
心が高まるよう、「体力向上だより」の掲載内容を工
夫した。特に、各学年の体力状況を紹介する記事を
掲載することで、運動への意欲向上に訴えかけた。 

 Check：取組の成果            
① 体力アップチャレンジウィ-ク｢日出中 60 運動｣で
は、生徒が作成するワークシートを簡素化し、運動
時間に特化することで、「運動量」に着目する生徒が
増えた。 

② 「体育の日」の活動では、生徒だけではなく、学
級担任と共に活動する姿が見られ、全クラス参加率
が100％となった。 

③ 新体力テストの結果に顕著な伸びが見られた。 
 Action：今後の課題            
① 新体力テストにおける、総合評価DE層を減少させ
る必要がある。 

② 運動好きな生徒を育て、望ましい生活習慣を確立
するために、全教職員と家庭に向けて情報提供をさ
らに推進していくことが重要である。 

 Plan：取組時の課題と計画           
1 取組時の課題 
◆総合評価C以上の生徒の割合が多い。 
・新体力テスト総合評価C以上の生徒を、男子78％以
上、女子87％以上を目指し取り組む。 

・運動への愛好度を、男子94％以上、女子85％以上を
目指す。 

2 取組の計画 
（1）体育的活動の充実 
① 一日の身体活動時間60分以上を目指す、体力アッ
プチャレンジウィ-ク｢日出中60運動｣を年3回実施 

② 生徒会と連携した、｢体育の日｣を月1回実施 
（2）体育授業の工夫と充実 
① 各運動種目に応じた動きや、体力テストで全国及
び県平均以下の項目に特化した補強運動を実施す
る。特に、走力の向上が期待できる補強運動を積極
的に実施する。 

（2）家庭との連携 
① 体力向上等の取組に関する通信を家庭向けに発行
する。 

 Do：実践内容               
1 体育的活動の充実 
（1）年3回の体力アップチャレンジウイークの実施 
① 1 日の身体活動時間60分以上を目指し、生徒自身
が日常生活の振り返りと運動計画を設定する。 

② 1週間の取組を実施し、数値で活動内容と実施時間
を記録して、学級担任が助言・指導を行っている。 

（2）月1回の「体育の日」の実施 
① 生徒会活動の中で、昼休みに学級全員でレクリ 
エーションをする日として「体育の日」を月 1 回実
施している。 

② 生徒会専門部の保体委員と代議員が連携を図り、
楽しみながら体を動かせるような活動を考えてい
る。 

2 体育授業の工夫と充実 
（1）各単元に応じた補強運動の実施 
① 生徒の体力状況、種目特性に応じた補強運動を授
業始め（10分程度）に実施している。 

② ICT機器や外部指導者（ダンス）等を活用した授業
を実施している。 

（2）体力テストの項目に特化した補強運動の実施 
① 新体力テストの測定結果から、各運動種目の特性
に応じた、補強運動を毎時間の授業開始時に行い、
運動量の確保を目指している。 

大分県日出町立日出中学校 

◎体力向上の取組がもたらす波及効果 
本取組は保健体育科だけの活動ではなく、多くの教職員が

生徒と共に活動している様子が見られた。また、生徒自身が

自らの体力や運動時間を見直すことにより、運動やスポーツ

への興味・関心が高まり、数値の向上に繋がった。トレーニ

ングとして行う運動ではなく、遊び要素を取り入れることで、

より運動に親しむ生徒を育成することに繋がるのではないか

と考える。 
 

主体的に健康・体力づくりに励む生徒の育成

～体力向上と望ましい生活習慣の確立～ 
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全国平均（R3）超えたを項目 赤字は県平均を超えた項目

１年

２年

３年

日出中６０運動記録用紙（図３）

１　本校の体力・運動習慣の状況（全国平均達成項目　２７／４８）
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２　具体的な取組

運動量の確保・単元の特性に合わせた補強運動（図２）「体育の日」（図１）
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【体力・運動習慣の状況調査考察】
今年度は「走」のに着目し取り組んできた。成果としては、例年落ち込む３年生の結果が、今年度は向上して

いる点である。３年間の積み重ねが功を奏したと言える。また、１年生においても小学校での熱心な取り組みも

あり、高い数値を記録している。中学校で更に体力が向上できるように、生徒会活動や授業内の補強運動を工夫

していきたい。また、愛好度も例年通り８割以上の生徒が肯定的に考えている。「日出中体育の日」のように

「遊び」を目的とした運動が、苦手な生徒にとって取り組みやすく無理のない運動として定着してきたと考える。

課題としては、「走」に関する項目の強化である。「走」は全ての運動の基本であり、スピードのみならず、全

身持久力や瞬発力も鍛えることができる。年度末には授業の中で１年間の成果として各項目を計測し、それを来

年度の取組みにつなげ見直していきたい。今後も学校全体で継続した取り組みを実施していきたい。

【「走」を意識した補強運動の実施】

【クラスマッチでの全員リレー】

毎日担任が確認し、１週間の平均運動時間
を出してABC評価で提出する。保体委員長は
学年ごとに集計して公表する。

短距離走でのスタート
において「低い姿勢」
を意識した運動

インターバ
ル走で全身
持久力を意

識した運動

月に１回ク
ラスでレク
を考えて昼
休みに全員
で遊ぶ日

クラスマッチでも
「走」を意識した競技
を実施した。

来年度は愛好度と
朝食摂取率の向上
が課題である。


